
 

Fig. 1 Reflectivity dependence on Al2O3 
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１．概要（Summary） 

中赤外域での光アンテナについてはこれまで色々、研

究がなされてきているが、層厚方向の電界増強度は必ず

しも詳細に調べられていない。そこで光アンテナとしてダ

ンベル型スロットアンテナを採用し、測定対象となる下地

の膜厚を変えた素子を作製し、反射率を測定することで

光アンテナの光電界増強特性を調べた。また更に反射率

を意図的に抑制し、光吸収効率を増大させる目的でファ

ノ効果についても調べた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・125kV電子ビーム描画装置 

・原子層堆積装置 

・プラズマ CVD装置 

・走査電子顕微鏡 

 

【実験方法】 

ダンベル型光アンテナは Si基板やAl2O3/Si基板上に

形成した。Al2O3/Si では原子層レベルで膜厚制御が可

能な原子層堆積法を用い、20、40、60 nm の厚さで

Al2O3を Si 基板上に設けた。素子を作製した後、反射率

測定を行った。またシミュレーションを行い、測定結果との

一致度を調べた。ファノ効果ではアンテナ構造としてはドル

メン型構造を検討した。この構造では 3 個の矩形状の Au が

Si基板上に近接して配置されており、1つの縦長のモノマーと

2 つの横長のダイマーから成る。モノマーとダイマーの間隔を

変化させ、反射率を測定した。 

 

３．結果と考察 （Results and Discussion） 

Fig. 1にダンベル型光アンテナでの反射率のAl2O3厚

依存性を示す。電界は中央の局所領域で増強され、垂直

方向にアンテナから離れるに従って減衰する。Si表面には

自然酸化膜(SiO2)が残っており、Al2O3の厚さを変えた時

のSiO2のレストストラーレン反射（8～9.4 μm）を見ること

で電界強度の垂直方向依存性を調べた。測定結果は計

算と概ね一

致しており、

深さ方向の

電界分布

が実験的

に 初 め て

確 認 で き

た。 

 ファノ効

果では反射率は全体的にピッチを変化させた時よりも低減

し、最小27%まで低減できた。この低減が実際にファノ効果

であるかは、モノマーやダイマー内の電荷分布とそこから求

められる電界分布を更に分析をする必要はあるものの、フ

ァノ効果は反射率の低減・光吸収効率の増大に有効である

ものと期待できる。 
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